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　今年も赤潮が各沿岸で発生し猛威を振るっ

ており、漁業関係者の皆様におかれてはご心

配されていると思います。特に県内の水産業に

甚大な被害をもたらす有害赤潮種「カレニア・ミ

キモトイ」（旧　ギムノデニウム・ミキモトイ）（写

真１）においては、その発生を注視されている

方々も多いと思います。今回は、その赤潮の監

視がIoT技術を用いて24時間リモート監視でき

るようになりましたのでご紹介させていただきま

す。

　大分県農林水産研究指導センター水産研

究部（以後、水研部）では、これまで実施してき

たカレニア・ミキモトイ赤潮（以後　カレニア赤

潮）の生理・生態研究によって、県内で発生す

るカレニア赤潮の発生メカニズムを解明し、観

測機器（通称：クロロテック）を用いた赤潮観測

手法の開発を行ってきました。その結果、カレ

写真１
有害赤潮プランクトン「カレニア・ミキモトイ」の増殖で
発生した赤潮。海色は焦げ茶色をしています。

ニア赤潮については、その発生の数週間前に

予測が可能になり、現場と連携した迅速な赤潮

対応が可能になりました。しかしながら、その赤

潮観測は炎天下の中、関係者が連日の調査

（採水・検鏡作業）によって実施されていること

から、赤潮観測の機械化および、その結果をい

ち早くホームページ（HP）等で確認できる「見え

る化」の確立が課題となっていました。

　赤潮監視を機械的に監視するには、赤潮の

初期発生海域おいて　１．赤潮発生水深の検

出、２．赤潮種類（特にカレニア赤潮）の特定、

の二つの課題をクリアする必要があります。前

者は自動昇降式赤潮観測装置（環境システム

（株））の赤潮色素（クロロフィル蛍光値）検出セ

ンサーを自動的に表層から海底付近まで定期

的に降ろし、全層の赤潮色素を　（２頁に続く）

写真２　佐伯湾鶴見沿岸で設置している赤潮観測機器
　左：自動昇降式赤潮観測装置（環境システム㈱）
　右：有害プランクトン検出センサー（HAIセンサー）（JFEアドバ
　　　ンテック（株））
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早期発見、対応へ 24時間運用・県水研部

水研だより
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IoT技術を用いた赤潮リモート監視
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（１頁から続く）　測定することで測定できます。さらに両観

測機で得られた結果をHP上で確認することができれば

「見える化」も可能なります。当水研部では、この赤潮観

測の機械化とホームページ（HP）での「見える化」への現

場利用について2010年から産学官連携で取り組んでお

り、2019年度以降には実用化に向けての改良を行ってき

ました。

　今後はリモート赤潮監視の広域化や、ドローンを用いた

上空監視の実用化など、様々な観測機器の導入によっ

て、赤潮監視体制が発展していくことが考えられます。水

研部では、引き続き現場生産者のニーズにお応えるた

め、現場に応用できる技術開発の研究を実施してまいり

ます。これまで以上に漁業関係者様からのご支援を頂け

れば幸いです。

　この度、実用化の目処がたち、2022

年6月から両観測機器を佐伯湾鶴見

沿岸で本格的に運用を行っております

（写真２　図１　参照）。現在（8月9日現

在）のところ佐伯湾では大きな赤潮発

生は報告されておりませんが、8月4日

に同海域でカレニア・ミキモトイが注意

密度を超えた際には、発生水深と種類

がリアルタイムで観測され、その効果が

確認されました。今後は自動観測機器

を併用した効率的な観測体制が整備

され、これまで以上に現場監視が充実

すると思われます。

http://kir022409.kir.jp/SecretFiles/Link_file/Telemeter_Link2/o-
001t/index.htm
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海藻類

FSI値が1．95以上でカレニア赤潮を検出
＊閲覧の際にはIDとパスワードが必要になります。必要の際には水研部にお問い合わせください。
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図１　各種観測装置から送られてきた観測データ
　左：自動昇降式赤潮観測装置観測結果

http://hydro.browse.jp/hydrolift/20-Oita/oitatop.html

　右：有害プランクトン検出センサー（HAIセンサー）観測結果

－

　
農
林
水
産
省
は
５
日
、
令
和
３
年
度
の

食
料
自
給
率
を
公
表
し
た
。
水
産
物
の

自
給
率
（概
算
値
、
重
量
ベ
ー
ス
）は
、
魚

介
類
（食
用
）で
５
９
％
（前
年
比
＋
２
ポ

イ
ン
ト
）、
魚
介
類
（全
体
：
非
食
用
を

含
む
）で
５
７
％
（前
年
比
＋
２
ポ
イ
ン

ト
）、
海
藻
類
で
６
９
％
（前
年
比
△
１
ポ

イ
ン
ト
）と
な
っ
た
。

　
水
産
物
自
給
率
（重
量
ベ
ー
ス
）は
、
国

内
生
産
量
を
国
内
消
費
仕
向
量
（国
内

生
産
量
＋
輸
入
量
―
輸
出
量
±
在
庫
増

減
）で
割
っ
て
算
出
さ
れ
る
。

　
そ
の
増
減
要
因
は
以
下
の
と
お
り
と
し

て
い
る
。

【魚
介
類
（食
用
）】

・国
内
生
産
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、
カ
タ
ク
チ
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ワ
シ
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ビ
ン
ナ
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の
漁
獲
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減
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し
た
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、

サ
バ
類
や
カ
ツ
オ
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が
増
加
し
た
た
め
、

１
・４
万
ト
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増
加
し
た
。

・国
内
消
費
仕
向
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は
、
国
内
生
産
量
が

増
加
し
、
輸
入
量
が
増
加
し
た
一
方
、
輸

出
量
の
増
加
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

１
１
・８
万
ト
ン
減
少
し
た
。

・こ
の
結
果
、
自
給
率
は
上
昇
し
た
。
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食
品

ス
ー
パ
ー

２年前は・・・

堅調

本年６月は・・・

「土日休日」「家族

客」の客足好調

現状・見通しともに

悪化、過去最低値

盛況！！
ＯＰＡで
露店販売

大分七夕まつり 唐揚カップ好評、中根組合長も厨房で活躍

　
令
和
２
年
９
月
、
本
紙
１
２
１
号
に
「
コ
ロ
ナ
渦
の

業
界
事
情
～
消
費
の
ト
レ
ン
ド
を
つ
か
め
！
～
と

題
し
て
、
「
外
食
」
、
「
コ
ン
ビ
ニ
」
、
「
食
品
ス
ー
パ
ー

」
そ
し
て
「
宅
配
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
業

界
が
発
表
し
た
７
月
の
最
新
情
報
を
紹
介
し
た
。

ち
な
み
に
発
行
日
に
お
け
る
１
日
の
感
染
者
数

と
累
計
感
染
者
数
は
、
東
京
で
１
７
０
人
／
日
、

累
計
２
０
９
８
４
人
、
大
分
で
は
２
人
／
日
、
累

計
１
４
７
人
で
あ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
２
年
が
経
過

し
た
。
第
７
波
が
猛
威
を
振
る
い
、
一
方
経
済
活

動
に
は
制
限
が
か
か
ら
な
い
中
、
業
界
別
の
消
費

ト
レ
ン
ド
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。
同
じ
業
界
情

報
を
用
い
て
概
要
を
取
り
ま
と
め
た
。

　５日（金）～７日（日）の３日間、大分市内中心部で「大分七夕

まつり」が開催された。３年ぶりの開催で、初日は「府内戦紙」が

威勢よく練り歩き、２日目は会場が歩行者天国となり各種イベン

トが行われた。

　おさかなランドＯＰＡ店も露店を設置。タコ、エビ、フグの唐

揚、タイのフライやイカ焼きを持ちやすいカップや串で、巻き寿

司も小型のパックで販売し好評だった。

　スーパーマーケット業界３団体は７月２５日、６月の「食品

スーパーマーケット月別動向」を発表した。３団体加盟２７

０社による販売統計調査における6月の総売上高前年同

月比（既存店ベース）は９７.４％となり、３ヵ月連続に前年

同月比を下回った。前年に比べ巣ごもり生活は大幅に緩

和した影響で、来店客数、買い上げ点数の減少がみられ

た。食品の値上げが相次いでいるほか、青果、水産や畜

産相場でも、輸入品を中心に価格の高騰が続いており、

利益を圧迫しているとのコメントがみられた。中旬まで気

温が上がらず、下旬は一転して猛暑となったことで、夏物

商材の販売に影響が出た。内食需要は低下したものの、

行楽需要や猛暑時の調理敬遠の動きを追い風に、惣菜

部門は１００.２％と唯一前年を超過した。

　日本フランチャイズチェーン協会は７月２０日、６月度の

「ＪＦＡコンビニエンスストア統計調査月報」を発表した。

６月は、梅雨が短く平均気温が高かったこと等から来店客

数が増加し、全店（調査月における営業中の店舗）、既

存店（調査月において当月と前年同月でともに営業中の

店舗）ともに売上高が前年を上回る結果となった。また、

おにぎり、調理パン、冷し麺等の調理麺、揚げ物、ソフトド

リンク等が好調に推移した。

　日本フードサービス協会は７月２５日、６月度の「外食産

業市場動向調査結果」を発表した。これによると、６月は、

昨年とは違い大都市圏でも「緊急事態宣言」や「まん延防

止等重点措置」の適用が無く、外食産業の売上前年比

は、前月同様大幅に伸び、全体売上は１１９.９％となった。

夜遅い時間帯の集客は依然として弱いものの、「昼の時

間帯」、「家族客」、「土日休日」を中心に客足の好調が

継続した。外食店舗は徐々に営業時間をコロナ前に戻す

など、コロナと共存して社会経済活動を維持しようという

動きが見られ、売上はコロナ前の１９年比で９３.１％にまで

戻ったが、パブ・居酒屋業態では１９年比５８.３％と依然苦

戦が続いている。

（3）

外
　
食

　日本生活協同組合連合会は７月２１日、全国６３主要地

域生協の６月度の供給状況（売上高）をまとめた。６月度

は、店舗・宅配ともに２０１９年比では引き続き超過したもの

の、物価上昇の影響などにより、総供給高は４カ月ぶりに

前年割れとなった。店舗は、３カ月連続で前年割れとなっ

たが、部門別では、引き続き総菜が伸長している。宅配

は、4カ月ぶりに前年割れとなった。部門別では、飲料が

好調。

回復傾向にブレーキ

宅
　
配

２年前は・・・

好調続く

本年６月は・・・

４カ月ぶりに前年
割れ

２年前は・・・

本年６月は・・・

コ

ン

ビ

ニ

２年前は・・・

苦戦続く

本年６月は・・・

売上、客数、客単価
ともに増加

コロナ禍の業界事情
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1,182.4 0.59

・海藻類も多く着生しており小魚の隠れ場
にも利用されていた。

・様々な魚類の増殖礁として効果を発揮し
ていることが分かった。

　その他 ‐ 89

種 全長(㎝)

 確認ヵ所における

個体数 状態 確認ヵ所 蝟集生物量(g) 重量組成(%) 備　　　考

50 整然 周

　カサゴ 5～20 65

‐ ‐ 7,053.9 3.55 　餌：礁の貝殻基質

　マアジ 8

1.32

（4）

孤独 内・壁・餌 2,884.1 1.45 　漠然：統一性に欠ける状態

　コロダイ 50 3 孤独 内・周

　イサキ 12

5,926.1 2.98

シェルナース 2.2型

シェルナース 2.2型 (3基) に蝟集していた主な魚介類

　孤独：１個体のみの状態

2,630.0

効 果 を 発 揮 す る

200 漠然 周

　オオモンハタ 30～40 5 孤独 内・壁

ＪＦシェルナース

162,287.0 81.60  状態における

　ネンブツダイ 5～7 4,500 整然 内・周 14,661.4 7.37 　整然：統一性が強い状態

　ブリ

120 漠然 内・周 2,268.4 1.14 　周：礁の周囲、内：礁の内部

70

（調査日）５月２５日、沈設後４年５ヵ月経過

（沈設目的）イサキ、ブリ類、マダイ、ヒラメ、
　　　　サバ類、マアジ類の増殖

主な調査結果

・イサキ、ネンブツダイが増殖礁内部や周
囲を群れで遊泳

（沈設場所）佐伯市上入津工区畑野浦地先、水深25m

　壁：礁の貝殻基質以外の部材表面

・オオモンハタ、カサゴ、ヒラメ、イシダ
イ、コロダイなども見られ増殖礁周囲でマ
アジやブリの群れも遊泳

・海藻類では増殖礁上面にカジメ類やヒロ
メが多く着生
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り

第
12
回
大
分
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

　
２
６
日
、
県
水
産
会
館
５
階
研
修

室
に
お
い
て
、
第
１
２
回
大
分
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
第
１
号
議
案
「
豊
前
海
に
お
け
る

あ
さ
り
の
採
捕
の
禁
止
等
に
つ
い
て
」

で
は
、
資
源
の
復
活
に
向
け
漁
獲
努

力
量
を
削
減
す
る
た
め
の
公
的
担

保
措
置
で
あ
る
委
員
会
指
示
を
、
引

き
続
き
１
年
間
発
出
す
る
こ
と
に
決

し
た
。
そ
の
内
容
は
、

①
１
０
月
１
６
日
か
ら
３
１
日
ま
で
の

間
は
産
卵
期
保
護
の
た
め
終
日
禁

漁
、
そ
の
他
の
期
間
は
密
猟
防
止
の

た
め
夜
間
禁
漁

②
小
型
貝
保
護
の
た
め
殻
長
３
㎝
以

下
の
採
捕
禁
止

の
２
点
で
、
期
間
は
本
年
１
０
月
１
日

か
ら
１
年
間
。

　
第
２
号
議
案
「
知
事
許
可
漁
業
の

制
限
措
置
及
び
申
請
期
間
並
び
に

許
可
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
」
で
は
、

知
事
の
諮
問
に
対
し
異
議
の
な
い
旨

答
申
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
対
象
と

な
る
漁
業
・
背
景
は
、

①
い
ぼ
だ
い
建
網
漁
業
・
漁
業
者
か

ら
の
要
望

大分県長期漁海況予報

水 研 だ よ

周
防
灘
連
調
委

　
９
日
、
県
庁
舎
に
お
い
て
第
２
２
期

第
２
回
周
防
灘
３
県
連
合
会
区
漁

業
調
整
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
大
分

海
区
か
ら
５
名
の
委
員
が
ウ
ェ
ブ
で

出
席
し
た
。

　
第
１
号
議
案
で
は
、
周
防
灘
に
お

け
る
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
手

繰
第
３
種
漁
業
の
操
業
始
期
に
つ
い

て
、
第
２
号
議
案
で
は
、
周
防
灘
に

お
け
る
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業

手
繰
第
３
種
漁
業
と
ふ
ぐ
延
な
わ

漁
業
の
操
業
調
整
（
適
用
海
域
は
地

図
の
斜
線
部
）
に
関
す
る
委
員
会
指

示
に
つ
い
て
、
い
づ
れ
も
こ
れ
ま
で
通

り
と
す
る
原
案
を
承
認
し
た
。

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/gyokaikyou-chouki.html

詳細は、大分県農林水産研究指導センター水産研究部のＨＰ「長期漁海
況予報」まで ↓

　大分県農林水産研究指導センター水産研究部（資

源増殖チーム）は、本年8月から12月までの海水温、漁

模様の見通しを発表した。概要は以下のとおり。

○今後の海況の見通し

　■黒潮

・都井岬では、9月までは接岸傾向で、その後は離岸傾

向で推移するでしょう。足摺岬沖では、概ね離岸傾向

で推移するものの、一時的に接岸することがあるでしょ

う。

　■沿岸水温

・沿岸水温は、9月頃まで「平年並」～「高め」で推移し、

その後は「低め」～「平年並」で推移するでしょう。

○今後の漁況の見通し

　■マイワシ

・豊後水道南部への来遊量は、前年を下回るで

しょう。（2021年8～12月：544トン）

・8～12月は被鱗体長12～18 cm前後の0歳魚

(2022年級群)が主体となるでしょう。

　■カタクチイワシ（成魚）

・豊後水道南部への来遊量は、低水準であった

前年並でしょう。（2021年8～12 月：216トン）

・8～12月は被鱗体長10 cm前後の0～1 歳魚

(2021～2022年級群)が主体となるでしょう。

　■ウルメイワシ

・豊後水道南部への来遊量は、前年を下回るで

しょう。（2021年8～12月：2,823トン）

・8～12月は被鱗体長10～20 cm前後の0～1歳魚

(2021～2022年級群)が主体となるでしょう。

　■マアジ

・豊後水道南部への来遊量は低水準であった

前年並でしょう。（2021年8～12月：760トン）

・尾叉長15.0㎝前後の0歳魚（2022年級群）が

主体となるでしょう。

　■サバ類

・豊後水道南部への来遊量は、低水準であった

前年を下回るでしょう。（2021年8～12月：270 トン）

・2016年まではゴマサバが主体でしたが、

2017年以降、8～12月はマサバ0～1歳魚が

主体となるでしょう。

②
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
手
繰

第
３
種
貝
け
た
網
漁
業
・
周
防
灘
３

県
連
調
委
に
お
け
る
承
認
に
伴
い

③
ふ
ぐ
は
え
縄
漁
業
（
山
口
県
漁
業

者
）
及
び
④
ふ
ぐ
は
え
縄
漁
業
（
宮

崎
県
漁
業
者
）
・
許
可
の
有
効
期
限

満
了
に
伴
い

　
ま
た
、
そ
の
他
と
し
て
「
令
和
４
年

度
全
国
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
連

合
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
へ
の
要
望
事

項
に
つ
い
て
」
及
び
「
令
和
４
年
度
連

合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
開
催

状
況
及
び
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
」
報

告
が
あ
っ
た
。
開
催
状
況
の
概
要
は

以
下
の
と
お
り
。

（5）

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/gyokaikyou-chouki.html
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「関あじ・関さば」知って！

（6）

面
買
い

　
海
の
環
境
保
全
な
ど
に
取
り
組
む

一
般
社
団
法
人
Ｍ
ｆ
ｉ
ｓ
ｅ
ａ
（
関
真

希
代
表
理
事
）
の
主
催
で
、
約
１
０
組

の
親
子
ら
が
参
加
し
た
。
佐
賀
関
支

店
の
高
瀬
主
任
が
説
明
に
立
ち
、
漁

場
や
漁
法
、
集
荷
・
買
い
取
り
、
鮮

度
保
持
か
ら
選
別
、
出
荷
ま
で
の
一

連
の
過
程
を
詳
し
く
解
説
し
た
。

　
ま
ず
、
豊
予
海
峡
の
速
吸
瀬
戸
で

身
の
締
ま
っ
た
魚
を
一
本
釣
り
で
漁

獲
す
る
こ
と
、
漁
場
や
資
源
、
魚
の

身
質
を
守
る
た
め
「
ま
き
餌
」
は
せ

ず
疑
似
餌
を
使
う
こ
と
な
ど
を
写

真
等
で
説
明
。
次
い
で
、
漁
場
か
ら

戻
っ
た
漁
船
か
ら
、
漁
協
職
員
が
目

視
で
重
さ
を
判
断
し
て
買
い
付
け
る

「
面
買
い
」
の
現
場
を
体
験
。
続
け
て

「
血
抜
き
」
、
「
神
経
抜
き
」
の
技
を
経

て
、
機
械
で
自
動
選
別
さ
れ
、
ブ
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
を
付
け
て
梱
包
さ
れ
る

出
荷
作
業
を
視
察
し
た
。

神
経
抜
き

　
参
加
者
に
よ
る
「
関
あ
じ
」
の
重
さ

当
て
ク
イ
ズ
も
行
わ
れ
、
「
面
買
い
」

技
術
の
正
確
さ
を
改
め
て
実
感
し
て

い
た
。

　
関
の
一
本
釣
り
漁
業
者
と
し
て
須

川
委
員
長
（
県
漁
協
理
事
）
も
説
明

に
参
加
し
、
自
ら
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

か
ら
転
業
し
た
経
過
を
語
り
、
若
い

担
い
手
は
大
歓
迎
だ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

「
女
子
で
も
出
来
ま
す
か
？
」
と
い
っ

た
質
問
も
出
て
、
将
来
が
楽
し
み

だ
。

　
２
３
日
に
は
、
子
ど
も
体
験
型
共

育
実
行
委
員
会
（
吉
田
由
花
代
表
）

に
よ
る
見
学
体
験
ツ
ア
ー
も
開
催
さ

れ
、
「
関
あ
じ
、
関
さ
ば
」
の
研
修
の
ほ

　
本
県
が
全
国
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
魚
「
関
あ
じ
、
関
さ
ば
」
に

つ
い
て
学
び
、
大
分
の
豊
か
な
海
を
知
る
イ
ベ
ン
ト
、
「
お
お
い

た
の
海
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
ｉ
ｎ
佐
賀
関
」
が
２
１
日
の
日
曜
日
、

県
漁
協
佐
賀
関
支
店
の
荷
さ
ば
き
施
設
で
開
催
さ
れ
、
親

子
連
れ
ら
が
参
加
し
た
。

海
と
資
源
の
大
切
さ
を
学
ぶ

か
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
ヒ
オ
ウ
ギ
釣

り
、
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
の
体
験
も
行
わ

れ
た
。

説
明
す
る
須
川
委
員
長
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ス
ズ
キ
目
ア
イ
ゴ
科
に
分
類
さ
れ

る
ア
イ
ゴ
は
、
西
太
平
洋
の
暖
海
域

に
生
息
す
る
沿
岸
性
の
海
水
魚
。
海

藻
を
好
ん
で
食
べ
る
た
め
、
近
年
の

海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
生
息
域
が
拡

大
し
た
こ
と
か
ら
「
磯
焼
け
」
の
原
因

の
ひ
と
つ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
背
び

れ
な
ど
に
毒
の
棘
を
持
ち
、
身
に
は

特
有
の
臭
み
が
あ
る
と
し
て
市
場
で

値
が
つ
か
な
い
「
未
利
用
魚
」
と
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
ア
イ
ゴ
を
食
べ
る
こ
と
で
資
源

を
有
効
活
用
し
、
藻
場
の
保
全
に
繋

げ
よ
う
と
す
る
「
ア
イ
ゴ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
。
日
本
財
団
な
ど
が
推
進
す
る

「
海
と
日
本
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
２
０

２
２
関
連
事
業
「
海
の
レ
シ
ピ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
。

　
県
漁
協
の
津
久
見
、
上
浦
、
鶴
見

の
各
支
店
の
生
産
者
が
漁
獲
し
た
ア

イ
ゴ
を
水
産
加
工
業
の
や
ま
ろ
渡
邉

（
佐
伯
市
米
水
津
）
が
干
物
に
加
工

し
た
。

　
ス
ー
プ
専
門
店
チ
ェ
ー
ン
の
ス
ー
プ

ス
ト
ッ
ク
ト
ー
キ
ョ
ー
が
監
修
し
、
ア

イ
ゴ
の
干
物
か
ら
出
汁
を
取
り
、
ソ

テ
ー
し
た
ア
イ
ゴ
の
身
も
入
れ
た

ス
ー
プ
と
し
て
レ
シ
ピ
化
し
た
。

　
本
紙
１
３
６
号
（
３
年
１
２
月
）
で
紹

介
し
た
ク
ロ
サ
バ
フ
グ
や
、
１
３
８
号

（
４
年
２
月
）
に
掲
載
し
た
「
う
に

フ
ァ
ー
ム
」
の
取
り
組
み
と
も
共
通
す

る
が
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
資
源
を

漁
業
に
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、
漁
業

被
害
の
防
止
や
環
境
の
保
全
に
繋
が

る
重
要
な
取
組
だ
。

  

３
日
か
ら
１
２
日
ま
で
東
京
・
表
参
道
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
で

開
催
さ
れ
た
展
覧
会
『
海
の
森
、
海
の
い
ま
―
海
の
レ
シ
ピ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
新
た
な
航
海
の
は
じ
ま
り
』
の
期
間
中
、
ス
パ
イ
ラ
ル
カ
フ
ェ
で

「
ア
イ
ゴ
と
夏
野
菜
の
サ
フ
ラ
ン
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
」
が
提
供
さ
れ
、
「
ア

イ
ゴ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

第24回
ジャパン インターナショナル シーフードショーに出展

未
利
用
魚
に
新
た
な
価
値
を
吹
き
込
む

ア
イ
ゴ
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

始
動

https://uminorecipe.jp/articles/kyushu/tsukumi-saiki/955

※写真はいずれも県からご提供頂きました。

(上)海藻を食べるアイゴ
(右)水揚げされたアイゴ

（7）

アイゴの可能性を探す旅

　24日から26日までの３日間、東京
ビックサイトで国内最大級の国際見
本市が開催された。本店からはかぼ
す養魚の宣伝、かぼすヒラメの試
食、中津支店からは「ひがた美人」
を紹介した。輸出や通販の関係者の
来場が多く、養ブリの引き合いが強
かった。県関係では、佐伯市から
「大入島オイスター」も出展した。
ぜひ拡販に繋げていきたい。

編集後記

アイゴと夏野菜のサフランブイヤベース

　
　
今
回
の
ウ
オ
メ
シ
は
、
江
戸
の
初
期

か
ら
続
く
と
言
わ
れ
る
杵
築
市
の
老

舗
、
若
栄
屋
の
「
う
れ
し
の
」
。

　
杵
築
城
の
殿
様
が
「
う
れ
し
い
の
う
」

と
呟
い
た
名
物
の
鯛
茶
漬
け
は
絶
品
。

昭
和
レ
ト
ロ
で
上
品
な
館
内
も
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
る
。

　
写
真
の
当
時
は
陶
板
焼
き
な
ど
が

セ
ッ
ト
で
１
３
０
０
円
だ
っ
た
が
、
長
ら

く
ご
無
沙
汰
し
て
い
る
の
で
ご
確
認
の

上
ご
利
用
を
。

  

県
か
ら
「ア
イ
ゴ
料
理
」の
情
報
を
頂
い
た
。
ネ
ッ
ト
で
関
係
資
料

を
調
べ
て
い
た
ら
、
日
本
財
団
つ
な
が
り
で
「お
お
い
た
の
海
を
学
ぶ

ツ
ア
ー
」が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
当
日
予
定
し
て
い
た
「中
津
の
朝
市
」は
何

度
か
顔
を
出
し
た
の
で
パ
ス
し
、
佐
賀
関
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
中
津
や
佐
賀
関
以
外
に
も
、
た
ぶ
ん
知
ら
な
い
だ
け
で
多
く
の
支

店
で
、
職
員
さ
ん
や
役
員
さ
ん
が
休
日
返
上
の
行
事
で
頑
張
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

　
平
日
は
無
理
で
も
休
日
な
ら
私
用
で
出
か
け
ら
れ
る
の
で
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
が
あ
れ
ば
是
非
と
も
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。

中津のイベント情報です。ご参加下さい！

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ

https://uminorecipe.jp/articles/kyushu/tsukumi-saiki/955

